
国際交流が進み、修学旅行や語学研修などの教育旅行で海外

を訪問する学校が、２００５年度は前年度より１４５校増え

て全国で２，８７８校にものぼりました。（財団法人日本修学

旅行協会発表）学校教育の場で外国の文化に触れる機会が増

えています。

そこで今回は、海外の文化を少しでも知るために、海外の制服

事情について調査しました。

アメリカでは制服が「ある」と回答した生徒は少なく、全体の１１％しかいませんでした。アメリカ以外の５ヶ国（日本、イギリ

ス、オーストラリア、韓国、中国）では制服があるという回答が７０％を超えていました。

Q

調査対象 : 日本、アメリカ、イギリス、
オーストラリア、韓国、中国の
高校生６００名（各国１００名）

調査方法 : インターネットリサーチ
実施時期 : ２００７年７月

調  査  概  要

学生服の尾崎商事株式会社 kanko ホームルーム

【本件に関するお問合せ先】尾崎商事株式会社 e-mail：kanko.homeroom@ozaki.jp

1/3

Vol.20 6ヶ国の高校生の制服に関する意識調査

学校指定の制服がありますか？

【図１】学校指定の制服がありますか？（単数回答）
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学校の制服を「好き」と回答した生徒が最も多かったのはオーストラリアで、４８．４％でした。また、「嫌い」という回答が最も

多かったのは中国で５２．２％でした。日本では「嫌い」という回答が６ヶ国中最も少なく２２．２％でした。制服を肯定する理

由として、欧米では「いじめを防ぐため」という声が多く聞かれました。否定的な意見としては、「制服だと個性が表せない」と

いう意見がどの国からも出されました。

日本
学校とプライベートの気持ちを区分するため
学校の看板だから

アメリカ
良い服を持っているか競い合わなくてすむ
ネクタイの結び方、アイロンのかけ方などを学べる

イギリス
身分の証明
服装によるいじめを防ぐ

オーストラリア
着るものによるいじめを防ぐ
帰属意識を感じるため

韓国
私服の費用がかからないし、団結できる
身分がわかりやすいから

中国
服装が統一されると整然として綺麗なので
識別がしやすくなる

日本
堅苦しい
没個性だと感じている

アメリカ
皆同じに見える
制服がないほうが、創造性が高まる

イギリス
個性を表せない
人には着たいものを選ぶ権利があるのに、着たいもの
を着られない

オーストラリア
着心地がよくない
自由が奪われる

韓国
堅苦しい
制服を着るのは面倒に感じる

中国
古臭く、個性がなく、元気がないように見える
学校でしか着られないのでもったいない

学校の制服は好きですか？Q

【図２】自分の学校の制服は好きですか？（単数回答）

制服肯定派 制服否定派

【表】『制服肯定派』と『制服否定派』それぞれの理由
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まとめ
今回の調査から、国によって制服に対するとらえ方の違いがあることがわかりました。

特に、アメリカでは制服に対する価値観が他国と異なっているという結果になっています。グラフとしては掲載していません

が、「学校指定の制服の必要性」を尋ねたところ、「不要」と回答したのは日本＝２１．０％、アメリカ＝６８．０％、イギリス＝３

２．０％、オーストラリア＝１４．０％、韓国＝１１．０％、中国＝１６．０％でした。アメリカでは制服は必要とされておらず、実

際に制服を着ている生徒が少ないことがわかります。また、中国では「制服は嫌い」としながらも、「必要」という回答が約８０％

ありました。これらの違いは、国による文化や習慣の違いがもたらしていると思われます。

異文化交流は新しい発見の連続で、制服もその１つです。日本の生徒たちが普段、何気なく着ている制服も、留学生にとっては

カルチャーショックになるかもしれません。

kanko ホームルームは、学生を取り巻く環境や子どもたちの意識・ライフスタイルについて、
多角的に調査・分析し、その結果をお届けしています。
ホームページでは、今回ご紹介した調査データ以外にも様々な情報を掲載しております。

http://ozaki.jp/homeroom/

kanko ホームルーム ～学生を読み解くデータ集～
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